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研究主題
挑み、やり抜き、認め・支え合う子どもの育成

（２年次研究）
～個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指して～



今日の研修のゴール

①子どものすてき紹介タイム
②学習計画を立てる場面を重視すること
③振り返りを大切にすること

目的の共有



４月４日 研究全体会
本日の内容
①お互いのことをもっと知りましょう
②今年度研究の内容と取組を

お聞きください
③ご指導



Chapter１

お互いのことをもっと知りましょう



自己紹介し合い、互いを知り合う

ラーメン バスケ 漫画

スタバ 私は○○が好き
（得意、興味がある）

脱出おひとり島

サービス
エリア

①好きなこと、得意、興味があることを
キーワードで書く（１分）埋まらなくてもOK
②順番を決めて、一人がシートを見せて、見て
いる人が気になる項目について質問（２分）

参考引用文献：学年主任の仕事 小川 雅裕 東洋館出版社 2025



自己紹介し合い、互いを知り合う

思っていること、考えていること
◎子どもを成長させること

参考引用文献：学年主任の仕事 小川 雅裕 東洋館出版社 2025

伝え合って、よりよい教育活動を
つくっていける関係



Chapter２

今年度研究の内容と取組を
お聞きください



これは何でしょう？？？

謄写版（ガリ版） コピー機

私が教師になったとき、ガリ版を使用して
指導案やお便りを作成していた。
それが今では、数分で数百枚印刷できる
コピー機がある時代。（中略）
私たち大人も予測困難な時代。（後略）

令和６年度退職者辞令交付式代表挨拶にて

研究計画1ページ目と関連



予測困難だからこそ

教育目標
たくましく 美しく

挑む力 やり抜く力 認め合う心 支え合う心

研究計画２ページ目と関連



それぞれを言葉にしてみると…

挑む
自分たちで成し遂げたい目標や解決したい課題をもち、
その実現に向けて粘り強く取り組もうとする態度

認め・支え合う
他者の立場に立ち、他者の考えや行動を認め合いながら
学びを進めようとする態度

やり抜く
目標達成・課題解決までの過程を見通し、対象や方法を
選択・調整しながら、最後までやり遂げる態度

研究計画２ページ目と関連



子どもの姿を語り合いましょう

学校教育
目標 たくましく 美しく

行動目標 挑む やり抜く 認め・支え合う

子どもの
姿

①配付した資料を見る。自分の考えをもつ
②伝え合う

学校を自分たちで
よくしていこうと
する意識

目標を達成するために
どうしていくかを
見通す力

役割を分担し、
互いのよさを生かし
ながらよりよい活動に
しようとする態度



子どもの姿を語り合う価値

「令和の日本型学校教育」
「主体的・対話的で深い学び」

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」

佐藤学（東京大学名誉教授）内外教育（第７１２９号）の巻頭言「教室の小さな物語の復権」を一部引用

教育行政用語がたくさん・・・
私たちがやるべきことは？？？？



子どもの姿を語り合う価値

佐藤学（東京大学名誉教授）内外教育（第７１２９号）の巻頭言「教室の小さな物語の復権」を一部引用

教室の小さな物語を語り合うことを全ての教師たちに
推奨したい。教師の内側の豊かな言葉は、教室の
小さな物語を語り合うことによって紡ぎ出される

教師は自分の実践の意味を固有名の子どもの学びで、
教室のリアルな出来事で語り合うことが大事



4月からの取組①子どものすてき紹介タイム

学年会、授業後、廊下ですれ違ったときなどに
「子どものことをすごいと感じた場面」
「子どもの姿に感心した場面」を

これまで以上に伝え合っていきましょう

研究計画5ページ目

伝え合うことがなぜ必要かというと・・・



学びに向かう力、人間性等の涵養
水が自然にしみこむように少しずつ養い育てること

子どものすてきをたくさん見付け
子どもに伝えましょう♪
それは、教師としての力量を
高めることでもあります♪

急成長しない＝毎日のように、言葉のシャワーで
子どもの成長を支えたい



教師の指示や
発問、資料の提示
などで課題設定

教師の指示で
一斉に課題解決に
向けた同じ活動

教師の指示で発表
全体でまとめ

わたしたちが目指す授業

課題や活動の確認
学習方法の

自己選択・自己決定
振り返り

導入 展開 終末



子どもが本気になる課題の設定

あの山に登りたい！
子どもの本気を引き出す！

挑む
自分たちで成し遂げた
い目標や解決したい課
題をもち、その実現に
向けて粘り強く取り組
もうとする態度



４月からの取組②学習計画

一人一人の子どもが登山の
計画をしっかりと立てる

やり抜く
目標達成・課題解決
までの過程を見通し、
対象や方法を選択・
調整しながら、最後
までやり遂げる態度



４月からの取組②学習計画

例）単元全体を見通せるようにして、
導入でガイダンスを実施する



４月からの取組②学習計画

◎子どもと一緒に学習計画を立てる
◎子どもに学習方法の決定を委ねる

形式や方法は問いません 実施可能な教科から



わたしたちが目指す授業

◎山（課題や目標）が変わっても、挑み、
やり抜き、認め・支え合えること

あのときもできた！

ここでもできた！

いつでもできる！



４月からの取組③振り返り

子どもが本気に
なる課題の設定

学習計画

振り返り
したことや
考えたこと
＋
どうなったか
（できた・
分かった）

＋
気持ち
次にやること



４月からの取組③振り返り

振り返り ある学び方を試したときに、それがど
ういう方法で、どういう学びをもたらし
たのか、丁寧に生徒に伝えていく必要が
あると考えています。また、自覚を促す
必要があります。
そうでなければ、「求められた作業をや
った」という事実しか生徒の頭には残ら
ず、その作業を通じて培った力は自覚で
きないままです。どの生徒にも、こうし
た共通の考え方を自覚できるようにする
ことが、新学習指導要領が目指している
ものの一つだと私は理解しています。

中垣 眞紀（ベネッセ教育総合研究所カリキュラム研究開発室長）



４月からの取組③振り返り

例）一時間ごとの振り返りを１枚にして、
子ども自身が変容を自覚できるようにする

◎ロイロで作成すると、
教科特性を生かした
形式を作成しやすい

・一人一人の変容や
資質・能力の見取り
時間をかけて
丁寧に見る必要あり



４月からの取組③振り返り

例）スプレッドシートを活用し、子どもたちの
振り返りを集約する

◎子どもの振り返りの
分析に生成AIを使用
することができる

・教科特性を生かした
振り返りの形式が
作成しにくい

形式や方法は問いません 実施可能な教科から



今日の研修のゴール

①子どものすてき紹介タイム
②学習計画を立てる場面を重視すること
③振り返りを大切にすること

目的の共有



子どもの学びと教師の学びは相似形

やらされる勉強はつまらない
自分の意志で活動する余地の
ないものは、前のめりになって
取り組めない

◎教師も子どももワクワク♪

自分の意志で活動する余地が必要
明確な目的を設定し、
上達や成長を実感することも必要

◎教師も子どもも繰り返す

太刀川瑛弼氏 NOSIGNER株式会社代表



振り返り


